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要旨：広島県呉市大崎下島の大長に鎮座する宇津神社所蔵の棟札等 51枚について調査報告を行った。51枚の棟札
等の内訳は，中世３枚，近世 20枚，近代８枚，安永四年（1775）の写 20枚である。中世の棟札はすべて本殿に関
するものであり，文保・永享・永禄に再建（文保は創建か）もしくは大規模な修理が行われたものと考えられる。
近世になると，本殿は 20年前後の間隔で屋根が葺き替えられていることが分かった。また，大工は同島もしくは
その周辺の地域を出自とすることが多かった。一方，安永年間の棟札等及び棟札写によって，神主越智春豊が神道
裁許状を受給するまでの経緯とその後の背景までが判明し，当社において画期となる時期であったと考えられる。
当社棟札は，文化財的価値のみならず歴史資料的価値も高く評価できる。
キーワード：神道裁許状，大工，松岡仲良（雄淵），棟札，唯一神道

Ⅰ．はじめに
　宇津神社は，広島県呉市大崎下島1）の大長に鎮座し
ている。社伝によると，宝亀年間（770～781）に枉
津日命（八十枉津日神）を祀ったのをはじめとし，建
保年間（1213～1219）には神直日神と大直日神を勧
請合祀し，三柱と崇めたという。三間社入母屋造の本
殿は，元治元年（1864）に再建，翌二年（1865）に
遷宮されたもので，往時の棟札が遷宮棟札とともに現
存している。
　当社に県内最古級の棟札があることは，これまで幾
度か指摘されてきたところであるが，平成二十二年に
当社所蔵の 51枚もの棟札等2）を調査する機会に恵ま
れた3）。本稿では，当社棟札等の内容紹介及びその記
載により判明する本殿の修造間隔と大工等の考察，安
永年間における神道裁許状受給とその背景について報
告する。

Ⅱ．棟札等の解説
　本稿にて棟札等としているのは，調査対象の中に一
般的な棟札（社殿の修造を書き付けたもの）の他に，
棟札と同じ形状をとる寄進札や由緒を記した木札等が
含まれているためである。本章では，調査した棟札等
について個別に解説を行うことにしたい（表 1参照）。

１．棟　札
（1）文保二年七郎王子宮御社造立棟札
　文保二年（1318）の御社（本殿）造立（上棟）棟
札である。当社最古例であるとともに，県内でも 3番
目に古い4）。表のみの記載で，大願主は藤原久道であ
り，神人（社人）と百姓等（多くの庶民）の協力によ
ることが分かる。また，大工は三島大工の友継，小工
は友延・友光・友永である。
（2）永享十二年七郎王子大明神造立棟札
　永享十二年（1440）の本殿造立（再建）棟札であ
る5）。表のみの記載で，大願主は沙珎（弥）圓春6）で
あり，大条（大長の古称）の神人，百姓等が併記され
ている。また，大工は右衛門尉越智重正，小工は 3人
とある。
（3）文明八年七郎大明神御宝殿造営棟札
　文明八年（1476）の宝殿（本殿）造営（上棟）棟
札であるが，すでに指摘されている7）ように，形状・
内容ともに中世の作とは考えがたい。安永四年（1775）
の棟札写に含まれていることから，遅くとも 18世紀
中期までには作られていたものと考えられる。
（4）永禄十年七郎大明神造立棟札
　永禄十年（1567）の本殿造立（上棟）棟札である。
表のみの記載で，本願主は平朝臣吉信であり，神人，
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左近太夫，大条の御百姓等が併記されている。大工は
蓮實新五郎，小工は 5人とある。神主，物申，役人も
見える。
（5）慶長十六年七良大明神宮造立棟札
　慶長十六年（1611）の本殿造立棟札である。表に
は主文の他に，種字（無辺音声仏頂等を表すウン），
年月，願文等が記されている。大檀那は国主羽柴少将
正則（福島正則），大願主は末田清兵衛治次とあるが，
いずれも名目上の記述と考えられる8）。なお，大檀那
に続けて「御奉行小河若狭守（中略）大願主也」とい
う書き方は，棟札として異例である。大工は平朝臣住
吉左馬允次吉，小工は 7人である。また，裏の記文に
より，沼田（現，三原市）の楽音寺法持院の良融が遷
宮導師であったことが分かる。
（6）寛文十三年七郎大明神御社再興棟札
　寛文十三年（1673）の御社（本殿）再興棟札である。
表の上部には，三角形の記号と三つの種字（無辺音声仏
頂を表すと考えられるウン・最勝仏頂を表すシリー・
一字金輪仏頂もしくは熾盛光仏頂を表すボロン），棟
札両肩には「封」の文字が一字ずつ配されている。そ
の他，願文，年月日，神主，願主，役者 6人も見える。
また，裏の記文により，越智郡別宮村（現，今治市）
の南光坊空盛が遷宮導師であったこと，願主の庄屋作
兵衛は太刀の寄進をしたことが分かる。
（7）元禄八年七郎大明神社檀・同廊下造立棟札
　元禄八年（1695）の社檀（社殿）及び廊下造立棟
札である。表には主文の他に，八角形の記号，国主の
武運長久，願文，年月日，神主，本願主等が記されて
いる。大工は伊予松山の内山傳左衛門，小工は２人，
木引は 1人である。八角形の記号の内部中央には「天
津祝詞，太祝詞」，内部頂点には「吐普加身依身多女」
と祝詞の一節が配されている。裏には，「神垂祈祷冥
加正直」という倭姫命の託宣と賀茂郡竹原（現，竹原
市）の磯宮の神主祠官唐崎清継が遷宮を執り行った旨
が記されている。
（8） 元禄十五年七郎大明神御神楽殿建立棟札并元禄

十三年七郎大明神石鳥居成就棟札
　表裏で年紀及び内容が異なる。主となるのは体裁の
整った元禄十五年（1702）のものと考えられる。
　表（元禄十五年）は，神楽殿建立棟札である。主文
の他に，八角形の記号，年月日，願文，神主，本願主
等が記されている。大工は伊予三島の藤原仁左衛門と
同作兵衛である。八角形の記号の内部中央には「天之
御柱，御立」，内部頂点には「吐普加身依身多女」とある。
　裏（同十三年）は，石鳥居建立棟札である。主文の
他に，年月日，神主，願主等が記されている。また，「竹

原礒宮唐崎主膳行之」とあり，成就の儀式を竹原礒宮
の神主が執り行ったことが想定される。
（9）宝永二年七郎大明神御社檀造新棟札
　宝永二年（1705）の社檀（社殿）造新棟札である。
表には主文の他に，種字（虚空蔵菩薩を表すタラーク），
太守（広島城主）の武運長久，年月日，願文，神主，
庄屋等が記されている。裏は，下方に種字（吉祥天を
表すシリー）を配すのみとする。
（10）安永四年記文板札
　安永四年（1775）に神主越智春豊が記したもので，
棟札というより記録である。主として神主春豊が神道
裁許状を受給するまでの経緯が記されている。
（11）安永四年宇津神社本殿修覆棟札
　安永四年の本殿修覆（屋根葺替）棟札である。表の
みの記載で主文の他に，芸備両国太守の武運長久，年，
神主，代官，年寄兼庄屋等が記されている。なお，棟
札における宇津神社という呼称の初見である。
（12）安永四年宇津神社鎮座守護棟札
　主文には「宇津神社鎮座守護」とあり，造営や修覆
を示すものではない。その脇に「安永四年（中略）御
葺替御棟札一具」とあることにより，棟札 11と一具
すなわち一揃えとして作製された特殊な棟札である
ことが分かる。したがって，棟札 11と寸法形状が同
一となっている。また，願文，神主，願主が記され
ている。裏には「神道長上学頭尾張宿禰雄淵謹書」
とあり，雄淵すなわち松岡仲良の謹書であることが
分かる。
（13）安永六年宇津神社神輿寄進板札
　安永六年（1777）の神輿寄進板札である。表のみ
の記載であり主文の他に，年月日，神主，庄屋等が記
されている。また，細工人は大坂住宮屋鳥井藤兵衛と
ある。
（14）寛政八年宇津神社本殿葺替棟札
　寛政八年（1796）の本殿屋根葺替棟札である。表
には主文の他に，太守の武運長久，神主，祝詞司等，
裏には，鎮座地，仮殿遷宮及び正遷宮の年月日，楽人，
御幣使等が記されている。「御手洗町恵美須社仮殿遷
宮」とあることから，御手洗の恵美須社に仮殿遷宮さ
れていたことが分かる。
（15）享和元年宇津神社石鳥居再建棟札
　享和元年（1801）の石鳥居再建棟札である。表に
は主文の他に，太守の武運長久，年月，神主，地鎮祭
司等，裏には鎮座地，筆額の願主と銘の執筆者，石灯
籠一対の願主等が記されている。また，裏下方には「石
鳥居造立年暦」があり，元禄十三年（1700）から享
和元年までの沿革が知られる。
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（16）文化五年宇津神社神輿舎再建棟札
　文化五年（1808）の神輿舎再建棟札である。表に
は主文の他に，上棟年月日，鎮座地，神主，割庄屋等，
裏には，願文，願主等が記されている。また，大工は
林甚六とある。
（17）天保十二年宇津神社拝殿并間屋再建棟札
　天保十二年（1841）の拝殿及び間屋再建棟札である。
表には主文の他に，太守の武運長久，釿初及び上棟年
月日，神主，年寄等，裏には作事守護神，鎮座地，発
起惣頭取等が記されている。また，大工棟梁は和泉屋
忠右衛門包正とあり，脇棟梁 1人，大工 3人，小工
10人，屋根師 2人，石工 1人の名前も見える。
（18）安政二年（宇津神社）御境内煉塀寄進棟札
　安政二年（1855）の煉塀寄進棟札である。表のみ
の記載で主文の他に，年月日，屋根師等の名前が記さ
れている。
（19）元治元年宇津神社御神殿再建棟札
　元治元年（1864）の神殿（本殿）再建棟札である。
現在の本殿の建築年代を示す。表には主文の他に，年
月，大宮司，裏には，鎮座地，造営師棟梁，筆者等が
記されている。造営師棟梁は安芸郡呉村の林嘉兵衛，
棟梁は山本屋八重蔵と船大工屋源次である。また，主
文の脇には「伏見御所御祈願所」とある。
（20）元治二年宇津神社御神殿正遷宮式棟札
　主文は先の再建棟札と同様であるが，その脇に「元
治二秊（中略）正遷宮式勤行」とあることから，元治
二年（1865）の正遷宮式棟札であることが分かる。
表にはその他，大宮司，世話惣頭取等，裏には，鎮座
地，大工棟梁等が記されている。大工棟梁 3人に加え，
細工師は要兵衛，屋根師は半三郎とある。
（21） 元治二年宇津神社（御手洗産社）御神殿正遷宮

式棟札
（22） 元治二年宇津神社（大長沖友産社）御神殿正遷

宮式棟札
　二枚の棟札は，棟札 20と同様に正遷宮式棟札であ
る。但し，棟札 20と異なる点は，それぞれに「御手
洗産社」，「大長沖友産社」とあることであり，宇津神
社の氏子区域である大長・御手洗・（大長）沖友の 3
箇所別々に正遷宮式棟札を作製したものと考えられ
る。したがって，年寄（庄屋）の名前が相違している。
ともに，表のみの記載であり，前者には大宮司，年行
司，年寄等，後者には大宮司，庄屋，組頭等が記され
ている。
（23）明治八年宇津神社北廊下造営棟札
　明治八年（1875）の北廊下造営棟札である。表に
は主文の他に，願文，年月日，祠掌（宮司），願主，

裏には鎮座地，大工，筆者が記されている。また，年
月日に続けて「成就棟札壹具」という記述がある。
（24）明治八年宇津神社御神前石壇敷石并関門築造棟札
　明治八年の石敷及び関門築造棟札である。表には主
文の他に，年月日，祠掌，発起人，裏には鎮座地， 
石工，大工，筆者が記されている。
（25）明治十四年（宇津神社）大衝立奉献板札
　明治十四年（1881）の竹縁大衝立奉献板札である。
表のみの記載であり，年月，発起人等が記されている。
（26）明治十六年宇津神社境内用水新築棟札
　明治十六年（1883）の石造用水桶一対の新築棟札
である。表には主文の他に，県令，祠掌，願主等，裏
には上棟式年月日，議員，石工棟梁等が記されている。
用水桶の新築に際して，上棟式まで執り行われたこと
が分かる。日本皇紀と元号を併記する初例である。
（27）明治二十四年宇津神社正殿屋根修復葺替棟札
　明治二十四年（1891）の正殿（本殿）屋根葺替棟
札である。表には主文の他に，願文，鎮座地，県知事，
斎主等，裏には年月日，村長，大工棟梁，屋根師棟梁
等が記されている。
（28）明治二十四年宇津神社正殿正遷宮式棟札
　先の正殿修繕（屋根葺替）完成に際して行われた正
遷宮式の棟札である。表には主文の他に，県知事，祠
掌等，裏には年月日，棟梁，木匠等が記されている。
正遷宮式棟札が現存しているのは，元治再建時と同様
である。
（29）明治三十九年（宇津神社）戸張（寄進）板札
　明治三十九年（1906）の戸張（帷）寄進板札である。
表には「御戸張」と願主，裏には年月日が記されてい
る。簡素な板札であるが，個人的な事項についても作
製するようになったことが知れる。
（30）宇津神社由緒書板札
　鎮座と社号の由来を示したもので，由緒書に近い。
年紀の記載はないが，社号が七郎大明神から宇津神社
へと変更された安永年間頃に作製されたものと考えら
れる。
（31）宇津神社神殿屋根修繕棟札
　神殿（本殿）の屋根修繕棟札である。表のみの記載
で主文の他に，願文，県知事，村長等が記されている。
年紀はないが，県知事が宗像政であることから，明治
四十年から四十五年までものと考えられる。
２．安永四年の棟札写
　当社所蔵の棟札等のうち，裏面の向かって左端に「安
永四乙未年五月十五日，大隅守越智宿禰春豊謹書冩之」
と記載されたものがある。これは，安永四年当時，当
社に伝わっていた棟札を改めて板に書き写した棟札写
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としてよい。この棟札写は，原本が現存する 9枚，現
存しない 11枚の計 20枚を数える。
（写 1）文保二年七郎王子宮御社造立棟札写
　棟札 1の写。原本と比較すると，「七郎王子宮」
が「七郎大明神」へと変更され，日付は「廿五日」
が「十五日」と誤記されている。また，小工の記載
が削除されている。内容はほぼ同じであるが，字配
りは異なる。
（写 2）永享十二年七郎王子大明神造立棟札写
　棟札 2の写。原本は経年変化による劣化が激しい
が，僅かながら確認できる「小工三人」の文字が，写
では削除されていることが分かる。
（写 3）文明八年七郎大明神御宝殿造営棟札写
　棟札 3の写。原本と比較すると，「大檀那」を「太守」
に変更したり，記載のなかった「御武運長久」を加筆
したりするなどの若干の変更は見られるものの，内容
はほぼ同じとしてよい。但し，字配りは大きく異なる。
（写 4）永禄十年七郎大明神造立棟札写
　棟札 4の写。原本と比較すると，本願主（大願主）
の平朝臣「吉信」が「信吉」と誤記され，「神主物申
幷役人敬白」及び「小工五人」の記述は削除されてい
る。内容はほぼ同じであるが，字配りは異なる。
（写 5）慶長十六年七良大明神宮造立棟札写
　棟札 5の写。原本と比較すると，願文の変更，梵字・
遷宮導師・小工の削除が見られる。また，「神主越智
備前守」を「神主越智備前守道次」とするなど名前の
加筆がある。また，字配りも異なる。
（写 6）寛文十三年七郎大明神御社再興棟札写
　棟札 6の写。原本と比較すると，「奉再興」が「奉
造立」へと変更され，願文の変更，名前の加筆がある。
さらに，記号と梵字・遷宮導師・役者等，削除された
箇所が多い。また，字配りも異なる。
（写 7）元禄八年七郎大明神社檀・同廊下造立棟札写
　棟札 7の写。原本と比較すると，記号・木引及び「神
垂祈祷冥加正直」という記述が削除されている。また，
願文は変更され，「造営成就棟札一具」という加筆が
見られる。字配りも大きく異なる。
（写 8）元禄十三年七郎大明神石鳥居成就棟札写
　棟札 8（裏面）の写。原本と比較すると，「奉造立」
の記述及び太守・代官・組頭等の加筆が見られる。ま
た，字配りも大きく異なる。
（写 9）宝永二年七郎大明神御社檀造新棟札写
　棟札 9の写と考えられる。原本と比較すると，「奉
造新」が「奉造営」，「御社檀」が「御社」へと変更さ
れ，梵字の削除，願文・名前等の加筆が見られる。ま
た，字配りは大きく異なる。

（写 10）元禄十五年七郎大明神拝殿造立棟札写
　元禄十五年の拝殿造立棟札である。表には主文の他
に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，庄屋，組
頭，裏には願文と大工が記されている。大工は藤原仁
左衛門と同作兵衛である。また，年月日に続けて「成
就棟札一具」という記述がある。
（写 11）宝永五年七郎大明神混沌社寄附棟札写
　宝永五年（1708）の混沌社寄附棟札である。表に
は主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
願主の庄屋等，裏には願文，鎮座地が記されている。
混沌社は，この棟札のみに見られる社殿である。
（写 12）享保七年七郎大明神御本社造立棟札写
　享保七年（1722）の本社造立棟札である。表には
主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
年寄等，裏には願文，鎮座地，大工等が記されている。
大工は竹下半七郎，小工は児玉六右衛門である。
（写 13）元文三年七郎大明神神輿寄進板札写
　元文三年（1738）の神輿寄進板札である。表には
主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
年寄等，裏には願文，鎮座地が記されている。
（写 14）元文四年七郎大明神神器蔵造立棟札写
　元文四年（1739）の神器蔵造立棟札である。表に
は主文の他に，年月日，神主，年寄等，裏には鎮座地
が記されている。
（写 15）延享三年七郎大明神本殿造営棟札写
　延享三年（1746）の本殿造営棟札である。表には
主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
年寄兼庄屋等，裏には願文，鎮座地，細工人，工料が
記されている。細工人は大坂の宮屋鳥井藤兵衛言真で
ある。また，年月日に続けて「成就棟札」という記述
がある。
（写 16）宝暦七年七郎大明神石鳥居再建棟札写
　宝暦七年（1757）の石鳥居再建棟札である。表に
は主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
年寄等，裏には鎮座地が記されている。
（写 17）宝暦八年七郎大明神御本殿修覆棟札写
　宝暦八年（1758）の本殿修覆棟札である。表には
太守の武運長久，年月日，神主，代官，年寄等，裏に
は願文，鎮座地，屋根師が記されている。屋根師は，
屋根屋四郎兵衛である。また，年月日に続けて「葺替
成就棟札一具」という記述がある。
（写 18）宝暦九年七郎大明神直会殿造立棟札写
　宝暦九年（1759）の直会殿造立棟札である。表に
は主文の他に，年月日，神主，裏には願文と大工が記
されている。大工は林甚六とある。直会殿は，この棟
札のみに見られる社殿である。
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（写 19）明和九年七郎大明神幣殿造営棟札写
　明和九年（1772）の幣殿造営棟札である。表には
主文の他に，太守の武運長久，年月日，神主，代官，
年寄兼庄屋等，裏には鎮座地と大工が記されている。
大工は林助五郎，相模右平，福田武左衛門である。
また，年月日に続けて「成就棟札壹具」という記述
がある。
（写 20）安永二年七郎大明神神事屋造立棟札写
　安永二年（1773）の神事屋造立棟札である。表に
は主文の他に，年月日，神主，願主，裏には鎮座地と
大工が記されている。大工は卯吉とある。神事屋は，
この棟札のみに見られる社殿である。

Ⅲ．当社の造営と大工
１．本殿の造営と修理
　全 51枚の棟札等のうち，本殿の修造に関するもの
は 17枚9）（うち原本のある棟札写は 5枚）ある。中世
の棟札を見ると，文保二年（1318）に「造立」（「宗上」），
永享十二年（1440）に「造立」，永禄十年（1567）に「造
立」（「棟上」）が行われている。いずれも 1人の大工
と 3人以上の小工の記載があり，再建（文保は創建の
可能性もある）もしくは大規模な修理を示すものと考
えられる。
　近世になると棟札の内容も発展し，具体的な事項も
うかがえるようになる。慶長十六年（1611）に「造立」，
寛文十三年（1673）に「再興」，延享三年（1746）に「造
営」，宝暦八年（1758）に「修覆」，安永四年（1775）
に「修覆」，寛政八年（1796）に「葺替」，元治元年（1864）
に「再建」とあるが，棟札の記述から延享は細工師に
よる彫刻もしくは飾金具の附加，宝暦・安永・寛政は
屋根葺替が行われたことが分かる。また，屋根の葺替
の間隔は 20年前後が多い。
２．大工等について
　全棟札等のうち，大工及び小工の名前が記されたも
のは 22枚（うち原本のある棟札写は５枚）ある。
　三浦（2001）によると，「文保二年七郎王子宮御社
造立棟札」（棟札 1）の「三嶋大工形（刑）部大夫友継」
は，伊予国一宮の三島神社（現，大山祇神社）に属し
た工匠であり，地方大工を記録した最初の例とされて
いる。但し，その後も三島大工が継続的に造営を行っ
たというわけではなく，同島もしくは近隣の島や対岸
の地域を出自とする大工によることが多い。なお，御
手洗の「林甚六」・「林助五郎」・「林嘉兵衛」，大長の「山
本屋八重蔵」・「山本久左衛門」・「山本良太郎」という
同一派と考えられる大工も見られる。
　また，職人（屋根師・細工師・左官）の名前が記さ

れた棟札は 7枚ある。「細工人大坂住宮屋鳥居藤兵衛」
など，少し離れた地域の職人を招いていることが注目
される。

Ⅳ．神道裁許状受給とその背景
１．神道裁許状の受給
　「安永四年記文板札」（棟札 10）により，神主越智
春豊が神道裁許状を受給するまでの経緯が知られる。
まず，安永三年（1774）の夏に神主春豊が官位を願っ
て，六月初旬に京都の神祇管領長上（吉田家）に参っ
たところ，俗称である七郎大明神では官位を授けられ
ないとされ，古伝にいう宇津神社と改めることで公の
沙汰に及び，六月末に従五位下に叙され，大隅守に任
じられた。公の御礼も勤め，七月二十二日に帰国した
後には，広島城下に赴き上達し，十一月十日に藩の許
文を下されたという。
　神道裁許状を受給する際に，社号の変更（俗称から
古称へ）10）を求められていることが注目される。なお，
社号については，「宇津神社由緒書板札」（棟札 30）
に詳しい。鳥羽天皇の御代，枉津日尊の奇瑞により堂
を建てた時，美しい光が立ち上っていたことから「う
つくし御社」と称していたが，いつの頃からか祠を略
して「宇津の社」と称するようになったという。この
由緒書には特に年紀はないものの，社号変更に呼応し
て作製された可能性がある。
２．当社と松岡仲良
　「安永四年記文板札」（棟札 10）には神道裁許状受
給後についても記されている。神主春豊が京から戻る
頃，渾成翁（「混成翁」）が厳島に参詣されるというの
で同行した。渾成翁は，その年（安永四年）広島城下
へも出られ，師走に門人である竹原礒宮の唐崎常陸介
宅に帰り，二月初旬には当社に幣を奉られた。神代巻・
中臣祓等を講義され，当社の社記に筆を加え改められ
たという。
　渾成翁は，吉田家賓師の松岡仲良（雄淵）にほかな
らない。文中の唐崎常陸介は，宝暦十年（1760）に
渾成塾に入門し，仲良より垂加神道を学び，安永四年
にその奥義口訣を受けたという人物である。また，棟
札に見える限りでは，「元禄八年七郎大明神社檀・同
廊下造立棟札」（棟札 7）において当社の遷宮祭主（「導
師」）として唐崎主膳正清継を招いており，元禄八年
（1695）当時には当社と唐崎家の関係が生じていたこ
とが分かる。仲良が当社に奉幣し，さらには社記への
加筆を行ったことは，唐崎家との縁によるものであろ
う。なお，その社記というのは「宇津神社由緒書板札」
（棟札 30）である可能性がある。
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表 1　調査棟札等一覧

注 1：寸法単位は寸（1寸＝ 30.3㎜）とする。
注 2：棟札 5の（　）内は，名目上の檀那・願主である。

番号 名　　　　称 西暦 総高 肩高 幅 厚 頭部 記載 建物名等
1 文保二年七郎王子宮御社造立棟札 1318 38.7 － 3.2 0.4 平頭 表 御社（本殿）
2 永享十二年七郎王子大明神造立棟札 1440 39.6 39.1 3.2 0.8 尖頭 表 （本殿）
3 文明八年七郎大明神御宝殿造営棟札 1476 24.0 23.0 5.5 0.2 尖頭 表 宝殿（本殿）
4 永禄十年七郎大明神造立棟札 1567 38.3 37.7 4.6 0.7 尖頭 表 （本殿）
5 慶長十六年七良大明神宮造立棟札 1611 43.2 － 4.5 0.4 尖頭 表裏（本殿）
6 寛文十三年七郎大明神御社再興棟札 1673 43.2 42.0 4.5 0.4 尖頭 表裏 御社（本殿）
7 元禄八年七郎大明神社檀・同廊下造立棟札 1695 35.7 35.3 5.5 0.3 尖頭 表裏 社檀・廊下

8 元禄十五年七郎大明神御神楽殿建立棟札并元禄
十三年七郎大明神石鳥居成就棟札

1702/
1700 不明 不明 不明 0.3 不明 表裏 神楽殿 /石鳥居

9 宝永二年七郎大明神御社檀造新棟札 1705 不明 不明 不明 不明 尖頭 表裏 社檀
10 安永四年記文板札 1775 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 －
11 安永四年宇津神社本殿修覆棟札 1775 28.0 － 7.9 0.3 平頭 表 本殿
12 安永四年宇津神社鎮座守護棟札 1775 28.0 － 7.9 0.5 平頭 表裏 －
13 安永六年宇津神社神輿寄進板札 1777 27.5 － 7.9 0.3 平頭 表 神輿
14 寛政八年宇津神社本殿葺替棟札 1796 28.0 － 7.6 0.3 平頭 表裏 本殿
15 享和元年宇津神社石鳥居再建棟札 1801 26.7 － 8.0 0.4 平頭 表裏 石鳥居
16 文化五年宇津神社神輿舎再建棟札 1808 27.0 － 7.9 0.3 平頭 表裏 神輿舎
17 天保十二年宇津神社拝殿并間屋再建棟札 1841 27.9 － 7.9 0.4 平頭 表裏 拝殿・間屋
18 安政二年（宇津神社）御境内煉塀寄進棟札 1855 20.6 － 5.0 0.3 平頭 表 煉塀
19 元治元年宇津神社御神殿再建棟札 1864 30.2 29.6 8.2 0.5 尖頭 表裏 神殿（本殿）
20 元治二年宇津神社御神殿正遷宮式棟札 1865 28.0 － 7.9 0.3 平頭 表裏 神殿（本殿）
21 元治二年宇津神社（御手洗産社）御神殿正遷宮式棟札 1865 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表 神殿（本殿）
22 元治二年宇津神社（大長沖友産社）御神殿正遷宮式棟札 1865 27.9 － 7.9 0.3 平頭 表 神殿（本殿）
23 明治八年宇津神社北廊下造営棟札 1875 27.9 － 7.9 0.4 平頭 表裏 北廊下
24 明治八年宇津神社御神前石壇敷石并関門築造棟札 1875 30.0 － 6.7 0.4 平頭 表裏 石敷・関門
25 明治十四年（宇津神社）大衝立奉献板札 1881 31.6 － 9.0 0.5 平頭 表 大衝立
26 明治十六年宇津神社境内用水新築棟札 1883 31.5 － 8.9 0.4 平頭 表裏 用水桶
27 明治二十四年宇津神社正殿屋根修復葺替棟札 1891 31.5 30.2 10.1 0.4 尖頭 表裏 正殿（本殿）
28 明治二十四年宇津神社正殿正遷宮式棟札 1891 30.9 － 9.8 0.4 平頭 表裏 正殿（本殿）
29 明治三十九年（宇津神社）戸張（寄進）板札 1906 22.5 21.9 3.8 0.4 尖頭 表裏 戸張（帷）
30 宇津神社由緒書板札 － 27.0 － 7.9 0.3 平頭 表裏 －
31 宇津神社神殿屋根修繕棟札 － 31.2 － 9.8 0.5 平頭 表 神殿（本殿）
写 1 文保二年七郎王子宮御社造立棟札写 1318 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 御社（本殿）
写 2 永享十二年七郎王子大明神造立棟札写 1440 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏（本殿）
写 3 文明八年七郎大明神御宝殿造営棟札写 1476 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 宝殿（本殿）
写 4 永禄十年七郎大明神造立棟札写 1567 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏（本殿）
写 5 慶長十六年七良大明神宮造立棟札写 1611 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏（本殿）
写 6 寛文十三年七郎大明神御社再興棟札写 1673 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 御社（本殿）
写 7 元禄八年七郎大明神社檀・同廊下造立棟札写 1695 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 社檀・廊下
写 8 元禄十三年七郎大明神石鳥居成就棟札写 1700 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 石鳥居
写 9 宝永二年七郎大明神御社檀造新棟札写 1705 27.9 － 7.9 0.4 平頭 表裏 御社（社檀）
写 10 元禄十五年七郎大明神拝殿造立棟札写 1702 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 拝殿
写 11 宝永五年七郎大明神混沌社寄附棟札写 1708 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 混沌社
写 12 享保七年七郎大明神御本社造立棟札写 1722 28.1 － 7.9 0.4 平頭 表裏 本社
写 13 元文三年七郎大明神神輿寄進板札写 1738 28.0 － 7.9 0.4 平頭 表裏 神輿
写 14 元文四年七郎大明神神器蔵造立棟札写 1739 28.1 － 5.3 0.3 平頭 表裏 神器蔵
写 15 延享三年七郎大明神本殿造営棟札写 1746 28.0 － 7.9 0.3 平頭 表裏 本殿
写 16 宝暦七年七郎大明神石鳥居再建棟札写 1757 28.0 － 5.3 0.3 平頭 表裏 石鳥居
写 17 宝暦八年七郎大明神御本殿修覆棟札写 1758 28.0 － 7.8 0.4 平頭 表裏 本殿
写 18 宝暦九年七郎大明神直会殿造立棟札写 1759 28.0 － 5.3 0.3 平頭 表裏 直会殿
写 19 明和九年七郎大明神幣殿造営棟札写 1772 28.0 － 8.0 0.3 平頭 表裏 幣殿
写 20 安永二年七郎大明神神事屋造立棟札写 1773 28.0 － 5.3 0.3 平頭 表裏 神事屋
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番号 檀　那 願　　　主 大工・大工棟梁 小工・その他工匠
1 － 藤原久道 刑部大夫友継 友延・友光・友永
2 － 沙弥圓春 右衛門尉越智重正 3人
3 小早河継忠 小川佐利 大崎嶋□郎衛門 －
4 － 平朝臣吉信 蓮實新五郎 5人
5 （羽柴（福島）正則）（末田治次） 住吉次吉 惣八・弥三郎・久右ヱ門・助右ヱ

門・弥一良・清三郎・治部
6 － 庄屋作兵衛 － －
7 － 庄屋高橋五郎左衛門・組頭工明武左衛門 内山傳左衛門 岡村喜太夫・岡村忠兵衛・（木引）

喜兵衛

8 －
（本願主）庄屋高橋五郎左衛門・組頭工
明武左衛門、（願主）小左衛門・杢右衛
門 /庄屋五郎左衛門・浄圓

藤原仁左衛門・藤原作兵衛 /－ －

9 － － － －
10 － － － －
11 － － － －
12 － － － －
13 － － － （細工人）宮屋鳥居藤兵衛
14 － － － （屋根師）家穪屋儀助
15 － （筆額）新屋定蔵・（石灯籠）讃岐屋徳右

衛門・風早屋孫左衛門 － －
16 － 村町惣氏子 林甚六 －
17 － － 和泉屋包正・（脇棟梁）明石屋源蔵・（大工）

大和屋十助ら 3人
政蔵ら 10人・（屋根師）吉次・ 
好兵衛・（石工）市次郎

18 － － － （屋根師）庄作
19 － － 林嘉兵衛・山本屋八重蔵・船大工屋源次 －
20 － 大長・御手洗・沖友惣産子中 川本屋嘉兵衛・山本屋八重蔵・船大工屋源次（細工師）要兵衛・（屋根師）半三郎
21 － － － －
22 － － － －
23 － 藤井與一右衛門 山本久左衛門 －
24 － 中山八郎・渡邉淵蔵・田築最親・村上亀之助 山本久左衛門 （石工）金橋喜右衛門
25 － 渡邉常吉 － －
26 － 飛騨與平太・飛騨平太郎 （石工棟梁）島本善助 （石工）谷口冨治ら 4人
27 － 氏子中 山本良太郎 （屋根師棟梁）村上直助
28 － 当村氏子中 山本良太郎 （木匠）京治・（左官職）幸吉
29 － 下岡好之丞 － －
30 － － － －
31 － 当村氏子中 － －
写 1 － 藤原久道 刑部大夫友継 －
写 2 － 平朝臣圓春 右衛門尉越智重正 －
写 3 － 小川佐利 大崎次郎右衛門 －
写 4 － 平朝臣信吉 蓮實新五郎 －
写 5 － － 住吉次吉 －
写 6 － － － －
写 7 － － 内山傳左衛門 岡村喜太夫・岡村忠兵衛
写 8 － 浄圓 － －
写 9 － － － －
写 10 － － 藤原仁左衛門・藤原作兵衛 －
写 11 － 庄屋高橋義直・組頭鹿子良次・高橋利之・藤田守一 － －
写 12 － － 竹下半七郎 児玉六右衛門
写 13 － － － －
写 14 － － － －
写 15 － － － （細工人）宮屋鳥井言真
写 16 － － － －
写 17 － － － （屋根師）屋根屋四郎兵衛
写 18 － － 林甚六 －
写 19 － － 林助五郎・相模右平・福田武左衛門 －
写 20 － 高橋真武 西野邨卯吉 －
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３．安永四年の棟札写
　先に挙げたように安永四年の棟札写 20枚が現存し
ている。総高は 28寸（誤差は前後 1分），幅は 7.9寸
（4枚は 5.3寸），厚さは 0.3から 0.4寸の檜板である。
そのすべての裏面左端に「安永四乙未年五月十五日，
大隅守越智宿禰春豊謹書写之」とあることから，神主
春豊によるものであることが分かる。うち 9枚につい
ては原本が現存している。その原本と比較すると，願
文等の言い換えや省略された箇所等があり，一字一句
そのまま写し取ったものではないことが分かる。
　特に注目されることは，「神人左近太夫」が「神人
越智左近太夫道朝」，「神主越智石見」が「神人越智石
見守道忠」というように名前の加筆があることであり，
それは神主だけに留まらず庄屋や組頭にも及ぶ。また，
遷宮導師が僧であった場合が二度あるが，いずれも写
には反映されていない。同様に遷宮祭主を竹原礒宮の
神主が勤めた際には書き写されていることからも，意
図的に削除されたことが明らかである。
　そして，字配りについてもある程度の制約を設けて
いたことがうかがえる。表には中央に大きく主文（「奉
造立」等），主文の両脇に対称になるように 1行ずつ
を配し，下方には神主や願主等を並べる。主文の両脇
は，向かって①右に年，左に月日，②右（左）に年月
日，左（右）に鎮座地，③右に太守（国主）の武運長
久等，左に年月日を記すもののいずれかである。一方
裏は，基本的には中央に鎮座地，その両脇に 1行ずつ
願文，下方に大工・小工や細工人等を配すものとして
いるようである。但し，それらがすべて記載されてい
る棟札は多くはなく，鎮座地のみ，大工のみというも
のもある。また，鎮座地がない場合は願文を中央に配
して体裁を整えている。なお，左端については前述の
通りである。
　神道裁許状の受給，仲良による奉幣及び講義，さら
には社記の執筆という流れの中で神主春豊により棟札
写が作製されたのは，当社の権威及び正統性を高める
ための一つの手段であったと推定される。また，その
ような神主春豊の尽力により，安永四年十二月の本殿
修覆成就の際には，仲良の謹書になる「安永四年守護
棟札」（棟札 12）を得ることができたのであろう。

Ⅴ．当社棟札の文化財的価値
　当社棟札は，県内最古級の棟札を含め 51枚を数え，
それらは，時代を限定することなく連綿と作製され現
存している。また，神道裁許状受給をめぐる背景が詳
記された安永年間の棟札等や棟札写は，歴史的資料と
しても高く評価される。

【注】
1）大崎下島は，室町時代前期には伊予国三島領（大山祇神社

領）七島の一であり，「下島」と呼ばれていた。当時の七

島は，生奈島・岩城島・大三島・大下島・岡村島・御手洗

島（「下島」）・豊島と考えられている。そのうち当社のあ

る御手洗島（「下島」）と豊島は，戦国時代以前から安芸国

小早川氏の支配下に置かれていたため，江戸時代には広島

藩領となった。詳しくは松井（2000）を参照されたい。

2）51枚の棟札のうち，「文保二年七郎王子宮御社造立棟札」 

（棟札 1），「永享十二年七郎王子大明神造立棟札」（棟札 2），

「文明八年七郎大明神御宝殿造営棟札」（棟札 3），「永禄十

年七郎大明神造立棟札」（棟札 4），「慶長十六年七良大明

神宮造立棟札」（棟札 5）については，豊町教育委員会編

（1993）に所収されている。

3）調査は三浦正幸（広島大学大学院文学研究科・教授）， 

佐藤大規（同・教育研究補助職員），坂本直子（同・大学

院生），山口佳巳（日本学術振興会特別研究員）が行った

（（　）内は平成二十二年当時の所属）。

4）県内最古の棟札は，沼名前神社（福山市鞆町所在）の「牛

頭天王社神輿嘉元四年造営棟札」であり，光海神社（竹原

市吉名町所在）の「八幡宮社殿正和五年建立棟札」がそれ

に次ぐ。いずれも，国立歴史民俗博物館編（1993）に所

収されている。

5）現在は，字配りが確認できる程度であり，ほとんど字は見

えない。当社所蔵の棟札控（豊町教育委員会編（1993）

所収）により，記載内容を補記した。

6）ここに見える「圓春」は，小早川徳平の息子とされる圓春

（徳鶴）であると考えられている。圓春は沙弥善麻の養子

となり，応永二十九年（1422）に善麻から「久比浦」・「大

条浦」・「興友浦」を譲与された。以来，徳平の子孫は当社

の七郎大明神を氏神として崇めていたと推測されている。

詳しくは松井（2000）を参照されたい。

7）松井（2000）及び三浦（2001）において，後世の作と指摘

されている。また，15世紀までの棟札は，細長く厚いとい

う特色を持つが，この棟札は全く逆の形状を呈している。

8）「國主羽柴少将正則公」と敬称が付してあることから明ら

かである。

9）本章において後世の作と考えられる文明八年棟札は除外

した。

10）神道裁許状受給と社号の変更については，「安永四年記文

板札」（棟札 10）以外にも「宇津神社社号一件につき書付

覚（安永三年）」（豊町教育委員会編（1993）所収）に記

述が見られ，片岡（1993）においてすでに言及されている。
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